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夏の楽しみ
　7/5(金)、ゆうばり丘の上こども園で、縁日ごっこ・七夕まつりが行われました。
　園児の皆さんは、元気に歌ったり、盆踊りを踊ったり、くじやおもちゃすくいを楽しむなど、満足そうな
顔を見せてくれました。
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夕張市立診療所ニュース
2024年

8月
vol.170

８月外来診療体制 　

月 火 水 木 金

午 前

総合診療科 諌　山 諌山・髙野 諌山・出張医 諌山 または 松島 松島・出張医
歯　　　科 八　田 八田・保屋野 八田・久原 八　田 八　田

専 門 外 来 － 泌尿器科
（６・13・20・27日）

循環器内科
（７・21日） － 耳鼻咽喉科

（２・９・16・23・30日）

午 後

総合診療科 諌　山 ― 出張医 諌山 または 松島 出張医
歯　　　科 八　田 八田・保屋野 八田・久原 八　田 八　田

専 門 外 来 もの忘れ外来
(５・19・26日)

整形外科
（６・13・20・27日）

整形外科
（21日）

整形外科・婦人科
（１・８・15・22・29日)

耳鼻咽喉科
（２・９・16・23・30日）

※医師は変更となる場合もございます。 ※土・日・祝は休診です。 ※16日（金）、23日（金）、30日（金）の歯科は訪問歯科のため休診です　
※（泌）（整）以外は予約制です。 　※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

お問い合わせ 夕張市立診療所 TEL（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari

こじか保育園 水遊び解禁！！

　７月９日、拠点複合施設りすたにて「第６回健康長寿プロジェクト」を
開催しました。今回は「認知症と付き合いながら生きていくということ」
と題し、江別すずらん病院の小野寺亮太看護師から「もの忘れ外来」の
検査説明や認知症の予防と介護についてお話しいただきました。
　今回もたくさんの方にご来場いただきまして、ありがとうございまし
た。次回もお待ちしております。

第６回健康長寿プロジェクト開催

介護医療院 手作りおやつ
　先日の介護医療院のおやつはカラフルな

トッピングの
手作りクレー
プでした。入
所者様に大好
評でした

デイサービス「あずましい」 バーベキュー
　６月２５日、地域密着型デイサービス「あずましい」に
て利用者様と屋外でバーベキューを行いました。焼きそ
ばや焼き鳥などと一緒に利用者様の握ったおにぎりを焼
きおにぎりにして美味しくいただきました。

　７月１日より、診療所出発のお帰りのバス時刻（沼ノ沢・本町
両方面行き）が変更となりましたので、ご確認ください。

お帰りバスの出発時刻変更 【変更後】 
10：10、12：10、14：40、16：10

※11：30が無くなりました。

　砂場に穴を
掘り水を運び
ました
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 国保のお話 vol.５6  
入院のときの医療費が心配…。　「高額療養費制度」を知っていますか？入院のときの医療費が心配…。　「高額療養費制度」を知っていますか？

　医療費の家計負担が重くならないように、医療機関や薬局の窓口で支払う医療費が１か月で上限額を超え
た場合、その超過分を支給してくれるのが「高額療養費制度」です。上限額は、年齢や所得に応じて区分されて
います。

医療費が高額になるときは、事前に限度額適用認定証の申請を医療費が高額になるときは、事前に限度額適用認定証の申請を

　高額療養費制度は、窓口で医療費の自己負担分を負担した後に、申請をして超過分が払い戻される仕組み
です。
　しかし、事前に「限度額適用認定証」の交付を受けておくと、月ごとの上限額の超過分を窓口で支払う必要が
なくなります。

　次のものをお持ちになり、市役所もしくは南支所、ふれあいサロンの窓口で申請してく
ださい。
　◦届出者の本人確認ができるもの
　　　（マイナンバーカード、運転免許証、障害者手帳、在留カードなど）
　◦限度額適用認定証が必要な方の国民健康保険被保険者証

申請手続き　※有効期間が切れると再度申請が必要です

「限度額適用認定証」の申請が必要な方「限度額適用認定証」の申請が必要な方  （申請が必要か確認したい場合はご連絡ください）（申請が必要か確認したい場合はご連絡ください）

・69歳以下の方
・70～74歳の方のうち、住民税非課税世帯の方
・�70～74歳の方のうち、医療費の負担割合が「３割」かつ住民税の課税所得が
690万円未満の国保加入者がいる世帯

「限度額適用認定証」の申請が不要な方「限度額適用認定証」の申請が不要な方
・70～74歳の方のうち、医療費の負担割合が「２割」かつ住民税課税世帯の方
・マイナンバーカードの保険証利用登録をしている方
　※�マイナンバーカードを保険証として利用できない医療機関では、限度額認定証が必要になるため申請が

必要です。
　　マイナンバーカードを保険証として利用できるかは各医療機関に確認してください。

問合せ先　 市健康保険係　☎52－3105
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小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　

～
今
年
度
の
取
組
み
紹
介
～

　

今
年
4
月
か
ら
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と
夕
張
中

学
校
の
小
中一貫
教
育
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

夕
張
市
の
小
中
一貫
教
育
は
、「
ふ
る
さ
と
夕
張

に
誇
り
を
も
ち
、他
者
と
協
働
し
な
が
ら
学
び
に

向
か
い
、新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
生
徒
」
を
「
め

ざ
す
15
歳
の
姿
」
と
し
て
、小
中
の
先
生
方
全
員

が
共
有
し
、9
年
間
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
学

び
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

生
徒
会
・
児
童
会
の
合
同
会
議

　

5
月
30
日
に
中
学
校
の
生
徒
会
と
小
学
校
の

児
童
会
が
合
同
会
議
を
開
催
し
、12
月
に
実
施
予

定
の「
絆
づ
く
り
集
会
」や
今
後
合
同
で
行
う
い
じ

め
撲
滅
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
話
し
合

い
ま
し
た
。

小
中
合
同
研
修
会

　

6
月
17
日
に
は
、小
中
合
同
研
修
会
を
ゆ
う
ば

り
小
学
校
で
実
施
し
、小
学
校
の
授
業
を
中
学

校
の
先
生
方
が
参
観
後
、研
究
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、次
の
と
お
り
取
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

夕
張
市
の
英
語
教
育
、

　

生
徒
の
英
語
力
に
つ
い
て

英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ

　

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、中
学
生
の
英
語
力

の
向
上
の
た
め
、毎
年
、一
般
的
な
英
語
検
定
（
英

検
）よ
り
も
取
り
組
み
や
す
く
英
検
の
何
級
に
相

当
す
る
英
語
力
が
あ
る
か
を
測
定
で
き
る
英
検
Ｉ

Ｂ
Ａ
と
い
う
調
査
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
に
夕
張
中
学
校
も
参
加
し
、生
徒
一

人
ひ
と
り
の
英
語
能
力
の
向
上
と
日
々
の
授
業
改

善
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
3
年
生
は
、英
検
3
級
合
格
レ
ベ
ル

の
生
徒
が
ほ
ぼ
50
％
で
あ
り
、全
道
平
均
に
近
い

結
果
と
な
って
い
ま
す
。

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話

　

夕
張
市
で
は
、平
成
30
年
度
か
ら
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
画
面
を
通
し
、外
国
人
講
師
と一対
一で
英

会
話
の
授
業
を
行
う
小
中
高
一貫
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バル
社
会
を
生
き

抜
く
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
先
進
的
な
特
色

あ
る
取
組
み
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

導
入
後
6
年
が
経
過
し
、英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
結
果

や
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業
が
き
っ

か
け
で
難
関
の
国
立
大
学
の
受
験
を
合
格
し
て
進

学
す
る
高
校
生
も
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
、成
果
が
出

て
き
て
い
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し一方
で
、初
対
面
の
外
国
人
講
師
と一対
一

で
英
会
話
を
行
う
こ
と
に
、苦
手
意
識
を
感
じ
て

意
欲
的
に
な
れ
な
い
児
童
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い

る
な
ど
、課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、よ
り
効
果
的
な

学
習
活
動
と
な
る
よ
う
、今
年
度
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

多
く
の
児
童
生
徒
が
、楽
し
く
や
り
が
い
を
も
っ

て
授
業
に
臨
み
、英
語
力
や
英
会
話
の
力
が
少
し

で
も
身
に
付
く
も
の
と
な
る
よ
う
改
善
し
て
い
き

ま
す
。

小
中
学
校
の
教
室
に

　

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
の
8
月
下
旬
、猛
暑
日
が
続
き
、ゆ
う
ば

り
小
学
校
、夕
張
中
学
校
、共
に
午
前
中
で
授
業

を
中
止
し
て
、下
校
時
間
を
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、今
後
も
昨
年
の
よ
う
な
暑
さ
の
日
が

あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。7
月
中
に
ゆ
う
ば
り
小
学
校
、

夕
張
中
学
校
の
各
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
が

ほ
ぼ
終
了
し
、子
ど
も
た
ち
は
、安
全
に
授
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、さ
ら
な
る
暑
さ
対
策
と
し
て
、学
校
管

理
規
則
を
改
正
し
、今
年
か
ら
夏
休
み
の
日
数
を

5
日
間
延
長
し
て
30
日
間
と
し
て
い
ま
す
。

今後の取組予定
・�小学校６年生の中学校登校
� （9月12日,�1月23日）
・�中１の「総合的な学習の時間」発表会に小
学校５年生が参加（11月５日）

・�中２の「総合的な学習の時間」発表会に小
学校６年生が参加（11月８日）

・�第２回小中合同研修会～中学校で公開授
業研究会を開催（11月18日）

・�小学校５・６年生と中学校全生徒で「絆づく
り集会」を開催（12月13日）

市
学
校
教
育
係　
☎

市
学
校
教
育
係　
☎
5757

－－

７
５
８
１

７
５
８
１
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夕張市の新採用職員を紹介します

　今年の４月から生活福祉課生活福祉係に配属
となりました。主に障害者手帳や高齢者に関す
る業務を担当させていただいています。
　親切で頼りになる先輩方に助けられながら
日々業務を行っています。至らぬ点が多く、ご迷
惑をおかけしてしまうこともあるかもしれません
が、日々努力し、市民の皆様のお力になれるよう
頑張っていきますのでどうぞよろしくお願いい
たします。

【生活福祉課 生活福祉係】　田中

　この名前と顔にピンと来た方は、10数年前に
大変ご迷惑をおかけした方ではないでしょうか。
その節は大変お世話になりました。
　出戻りのような形で、夕張市役所にお世話に
なることになりました。
　「新人」と言われるとむずがゆい年齢ではあり
ますが、新たな職場での新鮮な気持ちを持ち業
務していきたいと思いますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

【税務課 賦課係】　小室

　美唄市出身です。小さい頃から夕張に足を運
ぶ機会が多く、将来は夕張に貢献したいと考え、
夕張市職員になりました。
　地域振興課農林係に配属となり、主に鳥獣に
よる農作物の被害防止や農業者年金について
の業務を担当しております。
　至らない点も多いですが、市民の皆様に認め
ていただけるよう努力しますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

【地域振興課 農林係】　加藤

　元は別の役場に勤めていましたが、今年の４月
から建設課都市計画係で勤務させていただいて
います。遠軽町出身です。夕張について初めて
知ることがたくさんあり、これまでと違った環境
で毎日新鮮な日々を送っています。
　配属先では、主に公園の維持管理を担当して
おります。これまでの行政活動の経験を活かし
て、市民の皆様の力になるよう頑張ります。

【建設課 都市計画係】　高阪
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6
月
23
日
、本
校
吹
奏
楽
部
1
年
2
名
、

2
年
2
名
、3
年
2
名
が
、夕
張
市
民
吹
奏

楽
団
の
み
な
さ
ん
と
夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り
へ
参

加
し
て
き
ま
し
た
。1
年
生
は
大
勢
の
前
で

の
演
奏
は
初
め
て
で
し
た
が
、堂
々
と
し
た
姿

で
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

　

夕
張
市
民
吹
奏
楽
団
の
み
な
さ
ん
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り
で
の
演
奏
に

吹
奏
楽
部
が
参
加
し
ま
し
た
！

　

6
月
1
日
、地
域
み
ら
い
留
学
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。道
内
か
ら
は
22

校
が
参
加
し
て
お
り
、今
回
は
4
名
の
生
徒

が
学
習
環
境
や
地
域
連
携
な
ど
、夕
張
高
校

の
魅
力
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
説
明
を
見
学
し
た
と
こ
ろ
、発

表
後
は
、「
Ｐ
Ｒ
用
の
動
画
を
作
っ
て
み
た
い
」

な
ど
、今
後
の
活
動
に
つい
て
話
し
合
って
い
ま

し
た
。

　

よ
り
多
く
の
中
学
生
に
本
校
の
魅
力
が
伝

わ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
み
ら
い
留
学

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
！

～
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
～

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59

－

７
８
０
８

　

6
月
3
日
、Ｊ
Ａ
夕
張
市
様
よ
り「
夕
張
メ

ロ
ン
プ
ロ
テ
イ
ン
チ
ョコ
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
は
、本
校
の
商
品
開
発
の
取
り

組
み
と
し
て
Ｊ
Ａ
夕
張
市
様
の
ご
協
力
に
よ

り
開
発
・
製
品
化
し
た
も
の
で
あ
り
、6
月
8

日
よ
り
道
の
駅
「
夕
張
メ
ロ
ー
ド
」
で
販
売
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
校
で
は
商
品
開
発
の
取
り
組

み
を一層
推
進
し
、産
業
振
興
に
よ
る
地
域
貢

献
・
地
域
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
夕
張
市
の
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夕
張
メ
ロ
ン
プ
ロ
テ
イ
ン
チ
ョ
コ
寄
贈

　

6
月
21
日
、夕
張
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

大
山
泰
輝
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、全
校
生

徒
を
対
象
と
し
た
「
キ
セ
キ
の
授
業
～
大
山

泰
輝
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
～
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の
コン
サ
ー
ト
で
は『
あ
そ
び
島
』『
夕
張
』

『
夜
の
虹
』『M

y hom
e, O

ur hom
e

』の

4
曲
に『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン・ラ
プ
ソ
デ
ィ
』の
カ
バ
ー

を
加
え
、計
5
曲
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
強
い
曲
も
あ
れ
ば
柔
ら

か
そ
う
な
曲
も
あ
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

「
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。『
夜
の
虹
』
が
す

ご
く
良
か
っ
た
で
す
」「
と
て
も
き
れ
い
な
音

色
で
ま
た
聴
き
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
、間
近
で
プ
ロ
の
演
奏
を
聴
く
と
い
う

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
大
山
様
を
は
じ
め
、ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

キ
セ
キ
の
授
業

大
山
泰
輝
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト



夕夕
張張
高高
校校

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
・・
モモ
アア
・・
スス
ピピ
リリ
ッッ
ツツ

第第
七七
十十
二二
号号

日本の次世代リーダー
養成塾へ参加決定！

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
で
は
、
日

本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
へ
参
加
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
２
年
生
の
三
浦
優
樹
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
し
た
！

日本の次世代リーダー養成塾に参加する三浦優樹さん

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
と
は

「「
も
っ
と
広
い
世
界
を
見
て
人
生
を
考
え
た
い
」
、

「
全
国
の
同
世
代
と
将
来
へ
の
夢
を
語
り
合
い
た
い
」
、

そ
ん
な
次
世
代
を
担
う
高
校
生
を
応
援
す
る
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
が
「
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
で
す
。

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
講
師
の
講
義
で
、
頭
を
フ
ル

回
転
さ
せ
て
、
自
分
の
質
問
を
ぶ
つ
け
て
、
議
論
し
て
、

考
え
抜
く
。
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
大
き
く
変
わ
っ
た
後
、

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。
刺
激

的
で
濃
密
な
合
宿
生
活
を
通
し
て
、
明
る
い
未
来
を
見
つ

け
よ
う
、
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
行
わ
れ
ま
す
。

三

幼
い
こ
ろ
か
ら
周
り
の
交
友
関
係
が
変
わ
ら
な
い
中
、
日

本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
参
加
し
て
12
日
間
の
合

宿
に
臨
む
こ
と
で
、
今
ま
で
と
は
変
わ
っ
た
思
い
で
、
夕

張
市
に
も
夕
張
高
校
に
も
新
し
い
風
を
吹
か
せ
ら
れ
る
よ

う
な
人
材
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加
で
き
な

か
っ
た
人
の
思
い
も
無
駄
に
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
吸
収
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

記

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
何
か
な
？

三

担
任
の
先
生
か
ら
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
参

加
し
て
み
な
い
？
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
！

昨
年
、
先
輩
が
参
加
し
て
報

告
会
を
行
っ
て
い
た
の
で
存
在
自
体
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。

記

な
る
ほ
ど
ね
！

昨
年
先
輩
が
参
加
し
て
報
告
し
て
い
る

姿
を
見
て
い
る
も
ん
ね
！

ど
う
し
て
参
加
し
て
み
よ
う

と
思
っ
た
の
？

三

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
参
加
し
て
、
人
前
で

話
す
力
や
プ
レ
ゼ
ン
能
力
を
高
め
ら
れ
れ
ば
、
自
分
自
身

の
成
長
に
つ
な
が
る
し
、
生
徒
会
の
活
動
に
も
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

記

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
の
か
な
？

三

12
日
間
に
渡
っ
て
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
高
校
生
で
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
世
界
で
活
躍

す
る
講
師
と
高
校
生
が
議
論
し
て
、
様
々
な
経
験
や
刺
激

を
体
感
で
き
る
と
聞
い
て
ま
す
。

記

全
国
か
ら
高
校
生
が
集
ま
る
ん
だ
ね
！

選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
試
験
と
か
を
受
け
た
の
？

三

そ
う
で
す
！

北
海
道
の
推
薦
枠
と
し
て
一
次
試
験
で
は

書
類
選
考
、
二
次
試
験
で
は
北
海
道
庁
で
集
団
面
接
を
受

け
た
の
で
す
が
、
無
事
合
格
し
て
、
北
海
道
代
表
の
７
名

の
内
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
ま
し
た
！

合
格
後
も
、
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
参
加
す

る
ま
で
の
事
前
課
題
が
沢
山
あ
る
の
で
、
必
死
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
！

記

北
海
道
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、
数
少

な
い
代
表
者
に
選
ば
れ
た
ん
だ
ね
！

今
回
の
合
宿
に
参
加
す
る
た
め
に
準
備
し
て
き
た
こ
と
も

含
め
て
、
必
ず
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
思
う
よ
！

最
後
に
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
参
加
す
る
意

気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

夕
張
高
校
で
は
、
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
に
参
画
し
、

地
域
内
だ
け
で
な
く
市
外
の
中
学
生
に
対
し
て
高
校
の
魅

力
を
伝
え
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
生
徒
が
自
ら
参
加
す
る
形
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
合
同
説
明
会
や
、
対
面
形
式
で
行
わ
れ
る
合
同
説
明
会

（
７
月
大
阪
、
８
月
東
京
）
に
参
加
す
る
な
ど
、
生
徒
募

集
に
関
す
る
活
動
を
通
じ
て
夕
張
高
校
の
魅
力
を
ど
ん
ど

ん
発
信
し
て
い
き
ま
す
！

「「
地地
域域
みみ
らら
いい
留留
学学
」」
のの

取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて

▲ 生徒が地域みらい留学のオンライン説明用に作った資料

▲ 地域みらい留学のオンライン説明会で夕張高校の魅力を伝える様子

7 広報ゆうばり 2024年8月号
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

旧夕張市美術館収蔵作品展2024
　2012年に閉館した夕張市美術館の収蔵作品のうち70点ほどを一堂に展示します。
　今回の展覧会のテーマは「先生からの贈り物」で、第二小学校・真谷地中学校・向陽中
学校・夕張南高等学校で教員を勤めた木下勘二先生（1917-1989）の作品を中心に展
示します。
　1970年に釧路に転勤となってからは、道東の風土と自身の心象を重ねながら作品を制
作されました。今回の展示では、木下先生の歩みを感じ取っていただけたら幸いです。

会 　 期 	 ８月３日(土)～15日(木)　13日間

と こ ろ 	 拠点複合施設りすた　

問合せ先 	 市社会教育係　☎57－7711

木下勘二 1951 「窓辺の日まわり」 木下勘二 1988 「氷上の椅子」

と 　 き 	 ８月４日(日)　	１回目 午後２時～	(鑑賞後、学芸員による解説なども行います)
	 ８月７日(水)　２回目 午後２時～　/　３回目 午後６時～　計３回開催
内 　 容 	 	札幌で活躍するアート・コミュニケーターのみなさんと一緒におしゃべりしなが

ら、ゆっくり作品を観てみます。見て、考えて、話して、聞いて、みんなでつくる
対話型の鑑賞です。参加料・申込不要です。

鑑賞の催し

 「おしゃべり美術館」　～主催：札幌アートコミュニケーターズ
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ゆうばりエクスカーション vol.３
「夕張の炭鉱慰霊碑」

　夕張神社から末広墓地にかけて、炭鉱慰霊碑をめぐるエクスカーション（案内人に耳を傾
け体験しながら学ぶ会のことです）を行います。最も古い慰霊碑は1895（明治28）年に建
立されたものです。130年ほど前の夕張を、慰霊碑から想像してみましょう。

と 　 き 	 ８月24日(土)
	 午後１時～３時30分
集合場所 	 市役所前
講 　 師 	 青木　隆夫
	 （夕張地域史研究資料調査室）
定 　 員 	 10名程度（小学生以上）
参 加 料 	 無料

留意事項 	 ・保険の加入を推奨します。
	 ・参加当日に、免責に係る同意書に署名していただきます。
	 ・動きやすい服装で参加してください。飲料をお持ちください。
	 ・当日は必ず案内人の指示に従ってください。
	 ・雨天予報の場合は、８月25日（日）に延期します。
	 　その場合は、前日夕方に連絡します。
	 ・４回目は９月14日（土）を予定しています。
問合せ先 	 市社会教育係　☎57－7711

申 　 込 	 電話申込みが必要です（先着順）。
	 	名前、年齢、電話番号をお伝えくだ

さい。
	 	市民を優先するため、市外の方の

受付開始日は遅くなっています。
　・市民受付　　　８月１日(木)～21日(水)
　・市外の方受付　８月８日(木)～21日(水)

1985年　夕張炭鉱
「砿業従事者遭難哀悼碑」

1905年　夕張炭鉱
「哀悼之碑」

1912年　石狩石炭
「追悼碑」

1920年　夕張炭鉱
「北上坑遭難者之碑」
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「石炭細工」の調査結果を紹介！
　今年の広報ゆうばり３月号に掲載した「石炭細工」についての調査結果を、旧夕張市美術
館収蔵作品展で展示し、また、８月中に市ホームページに掲載しますので、ぜひご覧ください。
　撮影させていただいたものの一部を下部に掲載します。ご協力いただいた約40名の皆
様、ありがとうございました！

まだ磨かれる前の
目無炭

様々な文字・模様・立体の作品があり、
中には夕張の風土と歴史を感じさせる作品も
あります。これらは作られて、時に贈られて、
そして現在も市内各地で飾られています！

問合せ先
市社会教育係　☎57－7711
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『 石炭博物館だより』

ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
☆８月の活動日程
≪ボクシングクラブ≫
日　時 	８月６・２０・２７日（火）18：30～20：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター
	 サブアリーナ
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴、
	 バンテージ（ある方）

≪フィットネスクラブ体験コース≫
曜　日 	 月曜日～金曜日　初回のみ予約
	 （予約制　☎５６－６０６０）
場　所 	 ハッピーロードフィットネスクラブ
持ち物 	 運動靴、タオル、飲み物
料　金 	１回４００円（４回）

≪ピンポンバドミニバレークラブ≫
日　時 	８月７・２１・２８日（水）18：30～20：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター
	 メインアリーナ
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

≪ランニングクラブ≫
日　時 	８月１・８・１５・２２・２９日（木）18：15～19：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
	 トレーニングルーム等
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴

≪文スポ楽々運動教室≫
日　時 	８月８・２２日（木）10：15～11：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター
	 サブアリーナ
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴

≪剣道クラブ≫
日　時 	８月１・８・１５・２２・２９日（木）18：30～20：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター
	 サブアリーナ
持ち物 	 飲み物、手ぬぐい、（稽古着、竹刀、防具）

≪ノルディックウォーキングクラブ≫
日　時 	８月１・８・１５・２２・２９日（木）18：00～19：00
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
	 トレーニングルームなど
持ち物 	 ノルディックポール（貸出可）

≪りすた楽々運動教室≫
日　時 	８月２４・３１日（土）10：30～11：30
場　所 	 拠点複合施設りすた
	 多目的ホール
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター　竹部

　ただいま夕張市石炭博物館では、「夕張鉄道創立100年」を記念し、鉄道に縁のある資料を展示しておりま
す。今回はその展示より、「夕張鉄道線廃止の公示」をご紹介いたします。
　写真の資料は、夕張鉄道線が昭和50（1975）年３月31日をもって廃止されることを告げるポスターです。シ
ンプルな文章ですが、夕張の炭鉱を支えた壮大な物語の終わりを示した重要な内容です。また、公示の原稿は
手書きのため、「どんな人が、どんな気持ちで書いたのだろう」と考えると、不思議と見入ってしまいます。
　「書いた人はどう思ったのだろう」というような、最後で読み手に想像の余地を与える物語を「リドルストー
リー」と呼び、博物館の展示にもそういった要素があります。詳しいことがわからないものや、スペースの都合で説
明しきれないものほど、そこに意図せずリドルストーリーが生まれていくのです。ぜひ今年度は、石炭博物館のリド
ルストーリーを探しにお越しください。また、８月31日には、100年前の同日に若菜で夕張鉄道の起工式が行わ
れたことにちなんだイベントを石炭博物館にて開催予定です。今後の情報にご注目ください。

問合せ先　夕張市石炭博物館　☎52－5500

どんなキモチで？

どんなときに？
想像で楽しむ展示！

だれが？
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令和６年８月吉日

夕張市生活支援コーディネーター 谷口・山田
社会福祉協議会内(56-6004) よよりりぬぬきき第第６６８８号号

有有償償ボボラランンテティィアアササーービビススちちょょっっととししたたおおててつつだだいい
ごご相相談談・・おお問問いい合合わわせせはは 5566--66000044

社社協協内内 生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーままでで

66//2211㈮ 老老人人福福祉祉会会館館ににてて「「喫喫茶茶ははっっ

ぴぴぃぃククロローーババーー」」のの1100周周年年記記念念イイベベンン

トトがが開開催催さされれままししたた。。喫喫茶茶メメニニュューーのの

他他にに雑雑貨貨ややススイイーーツツななどどのの販販売売ががあありり、、

たたくくささんんのの人人ででににぎぎわわいいままししたた。。ままたた、、

会会館館内内にに新新設設さされれたた健健康康増増進進・・運運動動器器

具具のの体体験験会会もも行行わわれれままししたた。。

地域リハビリテーション活動
恵ハマナス会

66//2255㈫ 末末広広恵恵団団地地集集会会所所ににてて、、本本年年度度最最初初

のの地地域域リリハハビビリリテテーーシショョンン活活動動がが開開催催さされれまま

ししたた。。市市立立診診療療所所理理学学療療法法士士にによよるる健健康康講講話話

とと簡簡単単なな体体操操がが行行わわれれ、、市市内内のの高高齢齢者者のの現現状状

とと体体力力維維持持のの必必要要性性ににつついいてて学学びびままししたた。。

認知症の人と共に暮らす
まちづくり研修会

66//2200㈭ りりすすたたににてて北北海海道道主主催催のの認認知知症症研研修修

会会がが開開催催さされれままししたた。。今今回回のの研研修修会会でではは、、認認

知知症症のの人人とと共共にに暮暮ららすす家家族族ののおお話話をを直直接接聴聴くく

ここととががでできき、、認認知知症症にに対対すするる正正ししいい知知識識とと対対

応応のの重重要要性性をを知知るるここととががででききままししたた。。ままたた研研

修修参参加加者者ににはは、、認認知知症症ササポポーータターーのの証証ででああるる

「「オオレレンンジジリリンンググ」」がが配配布布さされれままししたた。。

地地域域資資源源ををつつななぎぎななががらら 支支ええああいい活活動動のの推推進進ををししてていいまますす

喫茶はっぴぃクローバー１０周年記念イベント

毎毎日日続続けけるるここととがが
大大切切

モモニニタターーををみみななががらら
のの体体操操体体験験
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粗大ごみ用処理券（１枚200円）を品目ごとに定められた金額分
（200円・600円・1000円）貼って、収集日の�午前８時�までに所定の場所
に出してください。

粗大ごみ（大型ごみ）収集粗大ごみ（大型ごみ）収集
のお知らせのお知らせ

①収集を行う際に、一般ごみの収集のような「音楽」は流れません。
②�ごみ処理券の貼り忘れや、ごみ処理券の貼り間違いがあった場合は
回収を行いません。

　※粗大ごみ用の処理券はピンク色のシール状になっている券のみです。
③�品目の確認については、自宅にあるごみ分別辞典を参照するか、市環
境生活係へご連絡ください。

　※�自宅にごみ分別辞典がない場合は、市役所・りすた・生活館などの施
設に置いてあります。

④�収集日当日の出し忘れによる再収集は行いません。

収 集 日 収     集     地     区

10月１日（火） 社光、 住初、 本町、 旭町、 昭和、 末広、 鹿の谷、
千代田、 若菜、 常盤、 平和、 日吉、 富野、 南部

10月２日（水）  清水沢(全地区)、 南清水沢

10月３日（木） 沼ノ沢、 真谷地、 紅葉山、 楓、 登川、 滝ノ上

問合せ先▶市環境生活係 ☎52－3108
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熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。以
前
は
お
盆
を
過
ぎ
る
と
涼
し
く

な
り
ま
し
た
が
、近
年
残
暑
が
厳
し
く

8
月
後
半
か
ら
9
月
に
か
け
て
も
暑
い

日
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
も
熱
中
症
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

〈
熱
中
症
の
症
状
〉

　

熱
中
症
は
屋
外
で
の
仕
事
中
や
運

動
中
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、屋
内
で

も
発
生
し
て
い
ま
す
。軽
い
症
状
で
は
、

め
ま
い
や
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、頭
痛

や
吐
き
気
な
ど
が
あ
り
ま
す
。重
症
に

な
る
と
、け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

① 

暑
い
日
は
無
理
を
せ
ず
、扇
風
機
や

エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ

う
。

② 

外
出
時
に
は
涼
し
い
服
装
で
、日
傘

や
帽
子
を
着
用
し
こ
ま
め
に
休
憩

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③ 

通
気
性
の
よ
い
吸
湿
性
・
速
乾
性
の

あ
る
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め

に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。1
日

あ
た
り
1
・
2
Ｌ
が
目
安
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
に
は
糖
分
を
多

く
含
む
も
の
も
あ
る
の
で
、飲
み
過

ぎ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

⑤ 

体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
ら
、無
理
せ

ず
休
み
、特
に
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
出
て
い
る
と
き
は
、外
出
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

〈
高
齢
者
と
幼
児
は

　
　

特
に
注
意
が
必
要
で
す
〉

　

高
齢
者
は
温
湿
度
に
対
す
る
感
覚

が
弱
く
な
る
た
め
室
内
で
も
熱
中
症

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、幼

児
も
体
温
の
調
節
機
能
が
十
分
で
は

な
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

室
内
に
温
湿
度
計
を
置
き
、こ
ま
め

な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
ら
〉

　

体
に
異
常
が
発
生
し
た
ら
、ま
ず
は

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、衣
服
を
ゆ
る

め
て
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
（
首
の
周

り
、わ
き
の
下
、足
の
付
け
根
な
ど
を

冷
や
し
ま
す
）

　

自
分
で
飲
め
る
よ
う
な
ら
水
分
・
塩

分
を
補
給
し
て
、誰
か
が
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

自
分
で
水
も
飲
め
な
い・
応
答
が
お

か
し
い
時
、休
ん
で
も
良
く
な
ら
な
い

場
合
は
た
め
ら
わ
ず
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

一人
一人
が
熱
中
症
に
注
意
し
て
、楽
し

い
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

保
健
師　

笹
久
保　

志
帆

広報ゆうばり 「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

内内容��日日時��所場所��対対象��定定員��料料金��申申込��　電話��〆締切��他その他

日 8月24日(土)10：00～17：00
所 道の駅夕張メロード敷地内
内 地元屋台出店、夕張メロン
無料試食、夕張メロン加工品
見本市、観光・ふるさと納税PR　
※雨天決行
出店募集詳細：事務局までお問
い合わせください
（出店例：飲食・土産・特産品販
売、企業PR・宣伝など）
　 52-3128（事務局）

道の駅YUBARIメロード
フェスタ出展者大募集！

募集

　「広報ゆうばり かわら版」に記事を掲載しませんか？希望する方は、掲
載希望月の前々月20日から前月5日までに申込書により原稿を提出して
ください（必着）。
　原稿はタイトル20文字、内容170文字以内です。
　申込書と掲載ルールは、市ホームページに掲載しているほか、市ホーム
ページ、市総務係（広報担当）、南支所、ふれあいサロンで配布しています。
　申込書の提出は、メール、郵送、FAXなどでも受付しています。
提出・問合せ先
　市総務係　 52-3170
　夕張市本町４丁目２番地（４階42番窓口）
　ybrsom@city.yubari.lg.jp

「広報ゆうばり かわら版」掲載募集
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
・
受
取
の
た
め
の

休
日
・
夜
間
臨
時
窓
口
開
設

　

平
日
の
夜
間
と
休
日
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
と
受
取
の
た
め
の

臨
時
窓
口
を
上
記
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
。

　

健
康
保
険
証
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド（
マ
イ
ナ
保
険
証
）へ
移
行
し
、令
和

6
年
12
月
2
日
か
ら
現
行
の
健
康
保

険
証
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、こ
の
機
会
に
、申
請
な
ど
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
窓
口
の
ご
利
用
に
は
、事
前

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ

さ
い
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
を

希
望
さ
れ
る
方
で
、家
に
届
い
た
ハ
ガ

キ
に
掲
載
さ
れ
た
「
カ
ー
ド
の
交
付
場

所
」
と
「
利
用
す
る
臨
時
窓
口
」
が
異

な
る
と
き
は
、予
約
時
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。な
お
、予
約
が
な
い
場
合
は
開

設
し
ま
せ
ん
。

予
約
先

　

市
市
民
係　

☎
52

－

3
1
0
4

持
参
す
る
も
の

•
申
請
補
助
の
場
合

① マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

（
持
参
で
き
な
い
場
合
は
事
前
に

連
絡
）

② 

写
真（
郵
送
で
の
申
請
希
望
の
方
）

③
本
人
確
認
資
料

•
受
取
の
場
合

① マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
・

電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
（
は
が

き
）

※ 

カ
ー
ド
の
交
付
場
所
と
利
用
す
る

臨
時
窓
口
が
異
な
る
場
合
に
は
、予

約
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

② 

通
知
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
お
持
ち

の
方
の
み
）

③
本
人
確
認
資
料

※ 

本
人
確
認
資
料
は
次
の
ア
の
書
類

を
1
点
、ア
が
な
い
場
合
は
、イ
を

2
点
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ア 　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許

証
、パス
ポ
ー
ト
、在
留
カ
ー
ド
な
ど

イ 　
健
康
保
険
証
、年
金
手
帳
、医
療

受
給
者
証
、介
護
保
険
証
、学
生
証

な
ど

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方

法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

を
お
持
ち
の
方
は
、次
の
方
法
で
も
申

請
で
き
ま
す
。

①
スマ
ー
ト
フ
ォ
ン

②
パソ
コ
ン

③
ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機

④
郵
便

※ 

交
付
申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

市
市
民
係
ま
た
は
南
支
所
で
再
発

行
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

市
市
民
係　

☎
52

－

3
1
0
4

令
和
６
年
度
低
所
得
世
帯

�

支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　

電
力
・
ガ
ス・
食
料
品
な
ど
の
価
格

高
騰
に
よ
る
影
響
が
特
に
大
き
い
世
帯

に
対
し
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
世
帯

① 

令
和
6
年
度
住
民
税
で
新
た
に

「
非
課
税
」
か
「
均
等
割
の
み
課

税
」と
な
っ
た
世
帯

※ 

定
額
減
税
に
よ
り
均
等
割
の
み
課

税
に
な
っ
た
世
帯
は
除
く
。

② 

①
の
世
帯
の
う
ち
、扶
養
す
る
18
歳

以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯

対
象
外
と
な
る
世
帯

　

令
和
5
年
度
中
に
低
所
得
世
帯
支

援
給
付
金
（
7
万
円
ま
た
は
10
万
円
）

を
受
給
し
た
世
帯
は
、今
回
の
給
付
金

の
対
象
外
で
す
（
未
申
請
・
辞
退
を
含

み
ま
す
）。

支
給
額

①
1
世
帯
あ
た
り
10
万
円

②
児
童
1
人
あ
た
り
5
万
円
を
加
算

※ 

令
和
6
年
6
月
3
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
が
対

象
で
す
。

※ 

未
申
告
者
の
い
る
世
帯
は
、給
付
要

件
の
税
情
報
が
確
認
で
き
な
い
た
め

対
象
外
と
な
り
ま
す
が
、市
・
道
民

税
申
告
書
を
提
出
し
上
記
の
要
件

を
満
た
せ
ば
支
給
対
象
と
な
り
ま

す
。

申
請
方
法

　

支
給
対
象
世
帯
に
は
、7
月
下
旬
か

ら
順
次
、世
帯
主
宛
て
に
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

令
和
6
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入

し
た
①
に
該
当
す
る
世
帯
や
、市
・
道

民
税
申
告
書
を
提
出
し
て
新
た
に
非

課
税
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
、支
給
対
象

世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は
、市
へ
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。申
請
書
類

が
必
要
な
方
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。申

請
期
限

　

令
和
6
年
9
月
30
日（
月
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
注
意

• 

夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

• 

夕
張
市
が
支
給
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係

�

☎
57

－

7
5
8
2

マイナンバーカードの申請・受取のための臨時窓口
　 日程・期間 受付時間 場所 予約締切

休日受付
８月10日、８月24日、９月14日、
９月28日、10月12日、10月26日、
11月９日、11月23日、12月７日

午前９時00分～正午 南支所
同一週の木曜日まで
に連絡

夜間受付
８月７日～令和７年３月末までの
毎週水曜日（休日は除く）

午後５時30分～７時30分
市役所

（市民係）
前日までに連絡

※夜間受付の際、市役所正面玄関は施錠されている時間帯もあるため、来庁の際は、ご連絡ください。
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令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整

給
付
金
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
個

人
住
民
税
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
定

額
減
税
の
対
象
者
の
う
ち
、定
額
減
税

を
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
に
対
し
て
、そ
の
差
額
を
調
整
し

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
額
の
算
定
方
法

① 

所
得
税
分
定
額
減
税
可
能
額

－

令

和
6
年
分
推
計
所
得
税
額

② 

個
人
住
民
税
所
得
割
分
減
税
可
能

額

－

令
和
6
年
度
分
個
人
住
民
税

所
得
割
額

※ 

定
額
減
税
可
能
額
は
、納
税
義
務

者
お
よ
び
扶
養
親
族
数
（
控
除
対

象
配
偶
者
お
よ
び
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
を
含
む
）に
基
づ
き
算
定
さ

れ
ま
す
。

定
額
減
税
可
能
額
の
算
定
方
法

·
所
得
税
分

　
　

3
万
円
×
減
税
対
象
人
数

·
個
人
住
民
税
所
得
割
分

　
　

1
万
円
×
減
税
対
象
人
数

※ 

減
税
対
象
人
数
と
は
、納
税
義
務

者
本
人
＋
控
除
対
象
配
偶
者
＋
扶

養
親
族（
16
歳
未
満
を
含
む
）の
数

で
す
。

支
給
対
象
者

　

夕
張
市
か
ら
令
和
6
年
度
個
人
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、

定
額
減
税
の
対
象
者
で
あ
っ
て
、定
額

減
税
可
能
額
が
「
令
和
6
年
分
推
計

所
得
税
額
」
ま
た
は
「
令
和
6
年
度

分
個
人
住
民
税
所
得
割
額
」を
上
回
る

（
減
税
し
き
れ
な
い
）
と
見
込
ま
れ
る

方
。た
だ
し
、納
税
義
務
者
本
人
の
合

計
所
得
金
額
が
1
8
0
5
万
円
を
超

え
る
方
、定
額
減
税
前
の
令
和
6
年
分

推
計
所
得
税
額
お
よ
び
令
和
6
年
度

個
人
住
民
税
所
得
額
が
と
も
に
0
円

の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※ 

令
和
6
年
1
月
1
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
所
を
有
し
、該
当
す
る
方
。

※ 
未
申
告
の
方
は
、給
付
要
件
の
税
情

報
が
確
認
で
き
な
い
た
め
対
象
外

と
な
り
ま
す
が
、市
・
道
民
税
申
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
で
対
象
要
件

を
満
た
せ
ば
支
給
対
象
と
な
り
ま

す
。

申
請
方
法

　

支
給
対
象
者
に
は
、8
月
下
旬
か
ら

順
次
、案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。内
容

を
ご
確
認
の
う
え
、ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

本
給
付
金
は
、対
象
者
ご
と
に
案
内

を
送
付
し
、支
給
手
続
き
を
行
い
ま
す

の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、本
給
付
金
の
支
給
対
象
か
否
か
に

つ
い
て
、個
別
で
の
回
答
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

申
請
期
限

　

令
和
6
年
10
月
31
日（
木
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

· 

夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

· 

夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　

市
生
活
保
護
係�

☎
52

－
3
1
7
7

定額減税調整給付金の支給対象者（参考）

令和６年度定額減税調整給付金の対象者と見込まれます
（注）令和６年分推計所得税額が０円かつ令和６年度個人住民税所得割額が０円の人は
　　　対象となりません。

令和６年度住民税所得割または令和６年分所得税の
少なくとも一方から定額減税可能額を控除しきれない いいえ

令和６年度住民税所得割または令和６年分所得税の
少なくとも一方が課税される いいえ

合計所得金額が1,805万円以下である いいえ

令和６年１月１日に夕張市に居住していた いいえ

はい

はい

はい

はい

対
　
　象
　
　外



17 広報ゆうばり 2024年8月号

障
が
い
が
あ
る
方
の
手
当
に

関
す
る
お
知
ら
せ

◆
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当
の
い
ず
れ

か
を
受
給
し
て
い
る
方
は
「
所
得
状
況

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。届
出
を
し

な
い
と
受
給
資
格
が
あ
って
も
8
月
分

以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の

で
、忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ

い
て
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
期
限　

8
月
30
日（
金
）

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係
ま
た
は
南

支
所

※ 

届
出
の
際
は
手
当
証
書
（
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
み
）と
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
お
よ
び
障
害
児
福
祉
手
当
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
監

護
・
養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

し
ま
す
。

1
級　

月
額　

5
万
5
3
5
0
円

2
級　

月
額　

3
万
6
8
6
0
円

○
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た

め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在

宅
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

月
額　

2
万
8
8
4
0
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
に
支
給

し
ま
す
。

月
額　

1
万
5
6
9
0
円

※ 

手
当
額
は
8
月
1
日
現
在
の
も
の

で
す
。施
設
入
所
や
所
得
に
よ
る
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

�
☎
52

－

1
0
5
9

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

�
お
知
ら
せ

◆
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
に

つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
（
支

給
停
止
中
の
方
も
含
む
）
は
、8
月
1

日
時
点
で
の
受
給
資
格
を
確
認
す
る

た
め
、必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
現
況

届
を
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。添
付
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、７
月

下
旬
に
受
給
者
の
方
に
郵
送
に
て
通

知
し
て
い
ま
す
。

※ 

未
提
出
の
場
合
、11
月
分
以
降
の
手

当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。未
提
出
の
ま
ま
2
年

が
経
過
す
る
と
、時
効
に
よ
り
受
給

資
格
が
消
滅
し
ま
す
。

提
出
書
類
な
ど

·
現
況
届

· 

児
童
扶
養
手
当
証
書
（
全
部
支
給

停
止
中
の
方
は
不
要
）

·
同
意
書

·
養
育
費
に
関
す
る
申
立
書

·
印
鑑

· 

そ
の
他
受
給
者
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
書
類（
該
当
す
る
方
の
み
）

提
出
期
限　

8
月
30
日（
金
）

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係

◆
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
に
つ
い
て

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安

定
と
自
立
、子
ど
も
の
福
祉
増
進
の
た

め
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

次
の
支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
、児
童
が
18
歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
3
月
31
日
（
政
令

で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）
ま
で
、児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件

·
父
母
が
婚
姻
を
解
消

·
父
ま
た
は
母
が
死
亡

·
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

·
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

·
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

·
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

·
母
が
未
婚

　

ま
た
、次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

·
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

· 

児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、児

童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設
を

除
く
）に
入
所
し
て
い
る

· 

児
童
が
手
当
の
請
求
者
で
は
な
い

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る（
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

場
合
を
除
く
）

· 

婚
姻
の
届
出
は
し
て
い
な
く
て
も
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る（
父
ま
た

は
母
に
限
る
）

手
当
額（
下
表
の
と
お
り
）

　

受
給
者
や
同
居
す
る
扶
養
義
務
者

の
所
得
に
よ
り
、支
給
さ
れ
る
手
当
額

が
決
定
し
ま
す
。所
得
状
況
に
よ
り
、

手
当
額
の一部
ま
た
は
全
額
が
支
給
停

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動

に
応
じ
て
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
に
、そ
の
差
額
分
を
児

童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。対
象
者
で
あ
っ
て
も
申
請

を
し
な
い
と
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

�

☎
52

－

1
0
5
9

令和６年４月からの児童扶養手当額
全額支給の場合 一部支給の場合（所得に応じて決定）

対象児童１人目 45,500円 45,490円～10,740円

対象児童２人目の加算額 10,750円 10,740円～�5,380円

対象児童３人目の加算額 �6,450円 6,440円～�3,230円



18� 広報ゆうばり 2024年8月号

学
校
閉
庁
日
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
で
は
、8
月
13
日（
火
）～

15
日（
木
）を
学
校
閉
庁
日
と
し
ま
す

の
で
、緊
急
の
連
絡
は
市
教
育
委
員
会

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
学
校
教
育
係

�

☎
57

－

7
5
8
1

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

�

強
化
週
間

　

8
月
21
日
～
27
日
ま
で
は
全
国
一斉

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化
週
間
で

す
。専
用
相
談
電
話
「
こ
ど
も
の
人
権

1
1
0
番
」を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、Ｓ

Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）に
よ
る
人
権
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。い
じ
め
、虐
待
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、こ
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
対
応
し
、解
決
に
導
き
ま

す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
で

す
。

受
付
期
間

8
月
21
日（
水
）～
27
日（
火
）

平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

土
日　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

相
談
・
問
合
せ
先

○
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
0
1
2
0

－

0
0
7

－

1
1
0

○ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）に
よ
る
人
権
相

談
※ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
で
、公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相

談
」を
友
だ
ち
追
加
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

検索ＩＤ：
＠linejinkensoudan

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

無
料
受
診
券
に
記
載
の
交
付

年
月
日
の
訂
正
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
6
月
21
日
に
対
象
者
へ

発
送
い
た
し
ま
し
た
「
夕
張
市
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
無
料
受
診
券
」の
交
付
年

月
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。次
の
と

お
り
訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

交
付
年
月
日

　

誤　

令
和
7
年
6
月
21
日

　

正　

令
和
6
年
6
月
21
日

　

な
お
、本
受
診
券
は
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

�

☎
52

－

3
1
0
6

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
体
操
教
室
」

�

開
催
の
お
知
ら
せ

　

音
楽
健
康
指
導
士
を
招
き
、老
人

福
祉
会
館
集
会
室
に
今
年
設
置
し
た

健
康
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を
使
っ
た「
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｋ
Ｉ
体
操
教
室
」（
介
護
予
防
体
操
）

を
開
催
し
ま
す
。音
楽
や
映
像
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
て
健
康

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

8
月
7
日（
水
）

　
　
　

午
後
1
時
～
2
時
30
分

　
　
　
（
受
付
12
時
30
分
～
）

場
所　

老
人
福
祉
会
館

定
員

　

30
名（
前
日
ま
で
に
事
前
申
込
み
）

料
金　

無
料

そ
の
他

· 

集
会
室
が
専
用
さ
れ
て
い
な
い
日

は
、1
4
0
0
を
超
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
日
替
わ
り
で
い
つ
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

· 
老
人
福
祉
会
館
の
利
用
で
、「
ゆ
う

ば
り
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
が
獲
得
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

�
☎
52

－

1
0
5
9

一
般
介
護
予
防
事
業

「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」の

�

お
知
ら
せ

　

日
頃
、膝
や
腰
が
痛
み
動
く
の
が

お
っ
く
う
で
運
動
は
し
て
い
な
い
、も
の

忘
れ
が
気
に
な
る
な
ど
と
感
じ
て
い

る
高
齢
者
の
方
に
お
勧
め
し
た
い
の
が

「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」で
す
。

　

講
座
で
は
、固
く
な
っ
た
筋
肉
を
ゆ

る
め
、体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
や

自
分
で
で
き
る
体
の
痛
い
と
こ
ろ
へ
の

対
処
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。専
門
の
講
師

が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

現
在
、開
催
予
定
の
日
程
・
会
場
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。日
程
の
変
更
・

中
止
の
場
合
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

37
・
5
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症

状
な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、

参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服
装　

動
き
や
す
い
服
装

料
金　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係�

☎
52

－

3
1
0
7

日程・会場（地域巡回型）
場　　所 実 施 日 開催時間 申込締切

真谷地集会所

９月26日（木）
午前10:00～11:30
（受付９：30～）

９月19日（木）

10月24日（木）
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「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
」上
映

会（
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー

市
民
上
映
会
）

�

開
催
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
人
と
そ

の
家
族
の
視
点
で
描
か
れ
た
映
画
「
オ

レ
ン
ジ・ラ
ン
プ
」
を
上
映
し
ま
す
。実

話
を
も
と
に
し
た
映
画
を
視
聴
し
、当

事
者
、家
族
、関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、認
知
症
の

理
解
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

　

9
月
28
日（
土
）午
後
１
～
３
時

場
所　

　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

対
象　

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

定
員　

　

1
0
0
名（
先
着
順
）

申
込
方
法　

　

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

① 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
Ｆ

Ａ
Ｘ
送
信
す
る
。

※ 

申
込
書
は
夕
張
市
役
所
、南
支
所
、

各
サ
ロ
ン
に
あ
り
ま
す
。

②
電
話
で
申
し
込
む
。

問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

�

☎
52

－

3
1
0
7

�

Ｆ
Ａ
Ｘ　

52

－

0
6
3
8

ス
マ
ホ
の
お
悩
み
解
決
！

や
さ
し
い
ス
マ
ホ
教
室

　

夕
張
市
在
住
の
初
心
者
の
方
へ
向

け
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
学
べ

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
み
た
い
と
検
討

さ
れ
て
い
る
方
や
、操
作
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
は
、こ
の
機
会
に
安
心
・
安

全
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
時
な
ど

　

ご
都
合
の
よ
い
日
を
選
ん
で
、各
講

習
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象

　

夕
張
市
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方

も
参
加
で
き
ま
す
。

定
員

　

各
回
10
名（
申
込
順
）

料
金

　

無
料

持
ち
物

　

お
持
ち
の
方
は
スマ
ー
ト
フ
ォ
ン

申
込
・
問
合
せ
先　

市
情
報
管
理
係

�

☎
52

－

3
1
4
0

　

申
込
み
時
に
「
参
加
日
程
、氏
名
、

年
齢
、住
所
、連
絡
先
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
有
無
」を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、定
員
に
達
し
た
開
催
日
が
あ

る
場
合
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ページＩＤ：１０６６

講
師　

株
式
会
社
は
ま
な
す
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョン

主
催　

南
空
知
圏
域
広
域
連
携
加
速

化
事
業　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
部
会

協
力　

夕
張
市

やさしいスマホ教室開催日時など
開催日時 会場 主な内容

①
初級編

９月２日（月）
午後１時～４時

夕張市役所
４階　会議室

①基本操作
②インターネットの使い方
③LINEの使い方
④防犯・防災アプリの使い方
� �など

②
初級編

９月11日（水）
午後１時～４時

拠点複合施設
りすた

①基本操作
②インターネットの使い方
③LINEの使い方
④防犯・防災アプリの使い方
� �など

③
中級編

10月９日（水）
午後１時～４時

拠点複合施設
りすた

①インターネットの使い方
②LINEの使い方
③安全に使う為のポイント
④防犯・防災アプリの使い方
� �など

択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまいぐんとう

しこたんとう

くなしりとう

えとろふとう

国後島 ８月は北方領土返還要求運動強調月間です

８月１日木曜日から８月30日金曜日まで
夕張市役所１階に署名コーナーを設置しています
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自
衛
官
募
集

◆
令
和
６
年
度
第
２
回
一
般
曹
候
補

生
採
用
試
験

受　

付　

9
月
3
日
ま
で

試
験
日　

9
月
14
日
～
22
日

年　

齢　

18
歳
～
32
歳

◆
令
和
６
年
度
第
３
回
自
衛
官
候
補

生
採
用
試
験

受　

付　

9
月
3
日
ま
で

試
験
日　

9
月
20
日
～
26
日

年　

齢　

18
歳
～
32
歳

◆
令
和
６
年
度
予
備
自
衛
官
補
（
一

般
・
技
能
）採
用
試
験

受　

付　

9
月
19
日
ま
で

試
験
日　
一
般　

9
月
28
日

　
　
　
　

技
能　

9
月
29
日

年　

齢　
一
般　

18
歳
～
51
歳

　
　
　
　

航
空　

18
歳
～
54
歳

※ 

航
空
の
年
齢
上
限
は
保
有
す
る
技

能
に
よ
る
。

〈
自
衛
官
採
用
試
験
な
ど
の
説
明
会
〉

会　

場　

 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本

部　

恵
庭
地
域
事
務
所

住　

所　

 

恵
庭
市
住
吉
町
2
丁
目
3

－

21　
Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
3
Ｆ

内　

容　

 

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、

処
遇
な
ど

時　

期　

 

年
中
無
休
（
土
日
祝
日
は

事
前
に
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

恵
庭
地
域
事
務
所

�

☎
0
1
2
3

－

34

－

5
4
3
8

（
受
付
時
間�

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

�

の
実
施
に
つ
い
て

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。こ

の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と
夕

張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音

声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

日
時

　

8
月
28
日（
水
）午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
4
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

×
3
回

〈
下
り
4
音
チ
ャ
イ
ム
〉

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

�

☎
53

－

4
1
2
1

新着図書のご紹介

『ようこそ、ヒュナム洞書店へ』　ファン・ボルム/著　集英社

　ソウルの住宅街にカフェを併設した「ヒュナム洞書店」が開店した。店長のヨンジュは、片方の
目では現実を見て、もう片方の目では夢の世界を見ているような女性だ。アルバイトのバリスタ
として雇われた青年ミンジュンは、ヨンジュの問いかけに「はい」「さあ」のみで答える。そんな二
人の書店には、常連客となった住民たちが、ミンジュンが淹れる美味しいコーヒーを飲み、ヨン
ジュに話を聞いてもらいにやって来る。そして、時々ヨンジュが薦める本を買って行く。それぞれ
に悩みを抱えたふつうの人々を描いた韓国の小説である。

☆新しく入った本
・キャント・バイ・ミー・ラブ（小路幸也）　・のち更に咲く（澤田瞳子）　
・雇足軽八州御用（辻堂魁）　・百年の子（古内一絵）　・まぼろしを織る（ほしおさなえ）　
・女の国会（新川帆立）　・音楽と生命（坂本龍一）　・北の大地に輝く命（柳川久）　
・医療とは何か（方波見康雄）　・花のような多肉植物の寄せ植え（Ｋｕｒｕｍｉ）

問合せ先　りすた図書館　☎５７－７５８３
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栗
山
警
察
署
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

◆
令
和
６
年
度（
第
２
回
）北
海
道
警

察
官
採
用
試
験
受
験
者
募
集

○
試
験
概
要

受
験
申
込
受
付
期
間

　

7
月
1
日（
月
）～
8
月
16
日（
金
）

　

午
後
5
時
ま
で

※
受
験
案
内
配
布
は
7
月
1
日
か
ら

試
験
日　

9
月
22
日（
日
）

採
用
予
定
人
数

　

男
性
Ａ
区
分　

40
名

　
　
　
Ｂ
区
分　

1
4
0
名

　

女
性
Ａ
区
分　

20
名

　
　
　
Ｂ
区
分　

50
名

受
験
資
格

【
学
歴
】

· 

Ａ
区
分
～
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学（
短
期
大
学
を
除
く
）な
ど
を
卒

業
し
た
方
（
令
和
7
年
3
月
末
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
み

ま
す
）

※ 

高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
す
る

か
令
和
7
年
3
月
末
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
を
含
み
ま
す
。

·
Ｂ
区
分
～
Ａ
区
分
以
外
の
方

【
年
齢
】

　

平
成
4
年
4
月
2
日
～
平
成
19
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方（
令
和

7
年
4
月
1
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

歳
未
満
）

資
格
ポ
イ
ン
ト
制
度

　

柔
道
・
剣
道
有
段
者
、ス
ポ
ー
ツ
全

国
大
会
（
中
学
生
以
上
）
出
場
者
、各

種
免
許
、船
舶
・
大
型
自
動
車
・
航
空

無
線
・
危
険
物
な
ど
各
種
免
許
保
有

者
、語
学
、簿
記
、情
報
処
理
な
ど
各

種
検
定
保
有
者
な
ど
は
加
点
措
置
が

あ
り
ま
す
（
詳
細
は
栗
山
警
察
署
に

確
認
く
だ
さ
い
）。

○
警
察
官
の
魅
力
、や
り
が
い

「
知
ら
な
か
っ
た
や
り
が
い
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
」

　

警
察
官
の
仕
事
は
交
番
勤
務
や
犯

罪
捜
査
、防
犯
活
動
、交
通
指
導
取

締
、災
害
救
助
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま

す
。ど
ん
な
方
で
も
自
身
の
個
性
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
や
り
が
い
に
出
会
って
み

ま
せ
ん
か
。

「
ま
ず
は
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知

ろ
う
」

　

北
海
道
警
察
で
は
、ウ
ェ
ブ
や
対
面

型
な
ど
各
種
説
明
会
や
イ
ベン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、説
明
会
や
イ
ベン

ト
に
参
加
し
て
、リ
ア
ル
な
道
警
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。説
明
会

の
案
内
は
、北
海
道
警
察
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

や
採
用
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
北
海
道
警
察
官
募
集
に
関
す

る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
栗
山
警
察

署
警
務
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

�

☎
0
1
2
3

－

72

－

0
1
1
0

『第37回 ゆうばり夏まつり』開催のお知らせ
日時　８月３日（土） 午後４時～８時15分
場所　清水沢イベント広場（旧JR清水沢駅跡となり）

※雨天中止、花火のみ
　４日（日）に延期

タイムスケジュール  
午後４時00分　 会場の屋台村オープン
午後６時50分　 踊り参加チーム　イベント広場会場内　集合
午後７時00分～７時40分　 ゆうばり囃子「阿呆踊り」
午後７時45分～８時15分　 納涼花火大会

　　　 花火大会終了後、無料バスを運行いたします。
　１号車　旧JR清水沢駅前→清陵町→沼ノ沢→紅葉山方面
　２号車　旧JR清水沢駅前→南部→若菜→本町方面（ホテルシューパロ）

問合せ先
第37回ゆうばり夏まつり

実行委員会 ☎52－3266

阿呆踊り
参加チーム
募集中！

日時　８月２４日（土） 午前10時～午後５時
　　　　※雨天決行

場所　道の駅夕張メロード敷地内（紅葉山526番地19）
主催　 道の駅夕張メロード運営協議会

　　　　　　　　問合せ先　事務局（市商工観光係） 　☎52－3128

『道の駅ＹＵＢＡＲＩメロードフェスタ』『道の駅ＹＵＢＡＲＩメロードフェスタ』を開催します！を開催します！
 ～道の駅・地域活性化対策～ ～道の駅・地域活性化対策～
昨年初開催の「道の駅ＹＵＢＡＲＩメロードフェスタ」を今年も開催します。昨年初開催の「道の駅ＹＵＢＡＲＩメロードフェスタ」を今年も開催します。
市内の皆さんにもお楽しみいただける催しを企画していますのでぜひご来場ください。市内の皆さんにもお楽しみいただける催しを企画していますのでぜひご来場ください。

夕張メロン無料試食
（11：00・13：00�各先着500名）
飲食屋台、雑貨販売
食料品・日用品販売
夕張メロン加工品見本市
� ほか

内容
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夕張市石炭博物館
有料入館者10万人突破

　６/30(日)、平成30年４月28日の夕張市石炭博
物館のリニューアルオープンから数えて、有料入館
者が10万人を突破しました。
　ちょうど10万人目の入館者となった札幌市在住
の村山様には石炭博物館のグッズや旬の夕張メロ
ンが贈られました。
　石炭博物館では、「夕張鉄道創立100年」の特別
企画展を開催中です。市民の皆さまもぜひお越しく
ださい。

地域活動支援センター作品展

　地域活動支援センターの利用者さんが日々の活
動中に制作したフェルト小物などの作品がりすた入
口に展示されました。
　「暑い💦夏だ！冷たいおやつで涼みたい！！」と題
され、アイス、スイカ、パフェなど冷たい食べ物なの
にどこか温かみのある作品たちが、りすたの訪問者
を出迎えていました。

ゆうばりこども会議
（あつやトークat夕張中学校）

　７/１(月)、夕張中学校の３年生が修学旅行の訪問
先で学んだことを夕張市と関連付けて考え、今後の
まちづくりに対する提言を行い
ました。
　その後、市長や教育長のほ
か、市職員や市消防職員などと
グループトークを行い、最後に
厚谷市長がまちづくりに関する
講話を行いました。

▲グループトークの様子
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「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」
「たくさんの人が泳ぐ福住（高松）プール」遠藤修吉さん所蔵、1966年
懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市役所地域振興係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

Episode 73 

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」 https://yubarinokioku.net/ 
フェイスブックページ  https://www.facebook.com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト ☎57－7463）

（市 地域振興係  ☎52－3141） 

株式会社ツムラによる出前授業

　7/4(木)、株式会社ツムラがゆうばり小学校と夕
張中学校で出前授業を行いました。
　小学校では、透明な樹脂の中
に生薬を作る際に不要になる花
びらなどを入れ、カラフルな「ク
リスタルアートリウム」を作成。
樹脂が固まる間に、数十種類の
漢方薬の原料が紹介され、触っ
たり匂いを嗅いだり、興味津々の
様子でした。

GLAYデビュー30周年 
展示とメッセージ募集

　7/13(土)、函館出身のロックバンド「GLAY」の
デビュー30周年を記念して、財政再生を行う夕張
に対するこれまでの支援の様子を収めた写真など
を展示し、GLAYへの感謝のメッセ―ジを募集する
企画が始まりました。
　初日は道外からもファンが訪れ、厚谷市長が感謝
の言葉を贈りました。展示と募集は8月31日(土)ま
で、りすたで実施しています。

▲完成間近の作品
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作
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あ
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。
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夕張市ホームページ 夕張市 X（旧Twitter）

夕張市の情報はこちらから

人　口� 6,321人（－27人）
　男� 2,963人（－� 9人）
　女� 3,358人（－18人）

世帯数�3,877世帯（－10世帯）
（　）は前月比

令和6年7月1日　現在

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
9
月
号
は
、

8
月
30
日
に
配
布
し
ま
す
。
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○
全
日
診
療 

△
午
前
診
療 

×
休
診

お
盆
中
の
診
療
体
制

医療機関名
８月９日
（金）

８月10日
（土）

８月11日
（日）
祝日

８月12日
（月）

８月13日
（火）

８月14日
（水）

８月15日
（木）

８月16日
（金）

８月17日
（土）

８月18日
（日）

夕張市立診療所
☎57－7781 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

南清水沢診療所
☎59－7085 〇 × × × × × × × × ×

中條医院
☎58－2350 〇 △ × × × × × 〇 △ ×


